「私の夢は「いのちの守人」」
　　　　　　長泉町立長泉小学校六年　　髙野　明花

　「大きな声で元気に泣いてくれてうれしかったなあ！」
　平成二十四年語学二十九日。午前一時十六分。元気な赤ちゃんが産まれました。それが私です。私の誕生日になると母が毎年、私が産まれたときのことをなつかしそうに話してくれます。
　この本は、救命救急センターで働く、ドクターヘリのフライトナースの重山さん、こども病院でがんとたたかう子どもに接する由香さん、命の誕生に立ち向かう助産師の英世さん。三人の看護師さんの仕事や想いを紹介しています。私のおばも看護師をしています。おばから仕事の話を聞くと、夜勤もあって体力がいるし、責任も大きくて大変な仕事だな、と思います。いつも忙しそうにしていますが、会うと私の話をたくさん聞いてくれます。私はそんなおばが大好きです。きっと患者さんとのそ家族を支えるしてきな「いのちの守人」なのだと思います。
　この本を読んでいた時、母が母子手帳を見せてくれました。「妊娠中の経過」というページを見ると、おなかの赤ちゃんの大きさや母の体調のことなどでていねいに書かれていました。ですが、それは見慣れた母の字ではありません。
「誰が書いたの？」
と聞くと
「助産師談だよ。」
と教えてくれました。また私が産まれる少し前、母が急におなかが痛くなってしまってしばらく入院した時のことも話してくれました。八年ぶりの赤ちゃんで無事に生まれてきてくれるか不安だったそうです。点てきをして、ずっとねていなくてはならないのですが毎日、助産師さんが病室に来てくれて
「お母さん、がんばってるね！今日も赤ちゃん元気だよ！」
と赤ちゃんの心臓の音を聞かせてくれて、母の不安な気持ちに寄り添ってくれたそうです。また、その時小学校二年生だった兄が学校帰りにお見まいに行くと
「お兄ちゃんおかえり！お兄ちゃんが来てくれたから赤ちゃんも喜んでるよ！」
と兄にも優しく接してくれていたそうです。
　お医者さんや助産師さんはもちろん、私が産まれるのを楽しみに待っていてくれた家族、母が大きなおなかで買い物をしていると
「もうすぐ産まれるの？大事にしてね。」
と母の体を心配してくれた近所の人、学校行事に行くと
「おなか大きくなりましたね、楽しみですね。」
「わぁ、赤ちゃんだ！すごい！」
と笑顔で声をかけてくれた学校の先生や兄の友達、母が入院中に兄をあずかってくれた町のファミリーサポートさん…。みんなが私の「いのちの守人」だったのだと気付き、感謝の気持ちで心があたたかくなりました。
　私の夢は保育士です。保育士も「いのちの守人」だと思います。子どもの世話をしたり様子を見るだけではなく、お父さんやお母さんの相談にのったりもします。私は小さいころ、保育園で泣いてばかりいました。私がないていると大好きな先生がだっこしてくれたり、一緒に絵を描いてくれたりしましたまた
「こんなに泣いてばかりいて小学校で大丈夫かな？」
と心配する母に
「大丈夫、大丈夫！今これだけ泣いておけば大丈夫よ！」
と言ってくれたそうです。私はそんな大好きな先生にあこがれて保育士になりたいと思うようになりました。
　この本の中で助産師の英世さんは
「お母さんと赤ちゃんが元気で笑ってくれるための応援団でいたい。」
と話しています。私もお父さんやお母さん、子どもたちが笑顔になれる応援団のような保育士を目指します。
　私の夢は「いのちの守人」。
